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(1) 動機： 災害発生時には，いち早く初動体制を構

築して復旧支援にあたる必要がある．国土地理院

の基盤地図情報と地球観測衛星・航空機などの

時空間画像情報を活用して迅速かつ正確に，し

かも簡単操作で災害分析ができる会話型3次元ビ

ューアー「眼魅 3D」を独自に開発した．これにより

被災地の復旧支援を効率的に実行できる．使い

易く高機能な「眼魅 3D」は，国土地理院によりそ

の信頼性が保障された基盤地図情報を直接取り

込むことを可能とし，防災関係機関での危機管理

情報システムとして利用できることに主眼を置い

た． 
(2) 方法： Windows コンピューターでフルカラーグラ

フィック，3D モデルを多用するアプリケーションを

高速で実行するための Windows DirectX/API を

使用して C++言語により開発を行った．「眼魅３D」

は，3D モデルの自動回転表示が可能である．モ

デルの自動回転中でもマウス操作で視点の移動

拡大が可能であることから 2 次元的ディスプレイで

も 3 次元的地形情報をリアルに再現し把握できる．

また，標高モデルから計算した傾斜量や開度を組

み合わせてカラー合成することができるので，尾

根や谷などの地形的特徴を更に判り易く 3Ｄ 表示

可能である．さらに，地球観測衛星や航空機画像

との合成表示が可能である．今回，「眼魅３D」によ

る適用事例として以下の 2 つの 3D モデル作成を

行った． 
(1) 縮尺レベル 2500 基盤地図情報の 10m メッシ

ュの数値標高モデルと高分解能衛星画像を

合成処理して，土砂災害による被災状況（被

災程度，範囲や崩壊土砂量など）を 3 次元空

間上で迅速かつ正確に分析できる（図 1）． 

(2) 縮尺レベル 2500 基盤地図情報の 10m メッシ

ュの数値標高モデルと ALOS/AVNIR2 衛星

画像を合成処理して，3 次元的地形解析（等

高線，断面図，傾斜量，海進など）が可能で

ある（図 2）． 
(3) 結果：  

・ 災害時での迅速かつ正確な被災状況分析のた

めの初動体制作業の効率化：数値標高モデルと

衛星画像や航空写真から 3 次元的地形解析（被

災面積，崩壊土砂量，浸水域推定など）により，

被災状況を迅速かつ正確に把握することができ

る．災害時の初動体制作業の効率化ならびに

刻々と変化する災害現場での分析作業に有効

である． 
・ 信頼性の高い基盤地図情報と組み合わせた衛

星画像・航空写真に基づくＧ空間分析：国土地

理院により統一された規格で品質保証された基

盤地図情報をそのまま利用できる 3 次元ビュー

ワー「眼魅 3D」は，災害時における防災関係機

関での利用のみならず，平常時での防災訓練

や教育ならびにハザードマップなどの地図作成

ツールとして有効である． 
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崩壊面積： 約 37 万ｍ2 

崩壊土砂量：約 866 万 m3

図 1：土砂災害分析（2011 年紀伊半島） 

断面図の描画

図 2：3 次元的地形解析（富士山） 


